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Seminar 02 

課題を解決する宇宙ビジネス

このような課題解決型の宇宙開発は、これまで主にJAXAのよう

な政府の宇宙機関が行ってきましたが、現在では民間企業が主

体となりビジネスとして社会におけるさまざまな課題を解決する

動きが広がつています。ここからは、宇宙技術がどのようにビジネ

スとして利用されているのか、アメリカと日本を例に見ていきま

しょう。

アメリカでは、衛星デ ー タを活用するビジネスが活発化していま

す。25 cmの分解能でものを判別できる衛星デー タも存在するた

め、さまざまな分野のサ ＿ ビスが生まれています。例えば、テ ＿ マ

パ ＿ クやス＿パ ＿ マ ＿ ケットの駐車場の画像を分析し、駐車され

ている車の台数を数えます。このデ ー タを利用すれば、入場者数

を推測することができ、競合企業の分析を行う上で非常に有効な

手段として注目されています。その他の有名な例が石油タンクの

画像から石油貯蔵呈を推測するというものです。タンクの蓋の影

を見ることで貯蔵量が増加しているのか減少しているのか、どの

＜らい備蓄しているのかを確認し、競合となる国や地域の情報を

収集します。このように定期的に広範囲の画像を集めて、解析し、

ソリュ ーションを生み出す民間企業が増えてきています。

この背景には、民間企業を積極的に巻き込むアメリカの政策があ

ります。例えば、宇宙機器産業では、民間企業がロケットや人工衛

星の開発を行い、米航空宇宙局(NASA)はミッションを達成する

ために民間企業のサ ー ビスを利用するといった形が 一 般的に

なっています。実際に SpaceX 社のロケットを用いて155へ物資

を運んでおり、今後は有人宇宙機の開発も予定されています。こ

のように政府が民間企業を巻き込むことを可能にしたのは、半導

体の処理能力の向上と低コスト化、多くの宇宙部品が小型化、低

コスト化したことによるとされています。現在は、政府の支援もあ

り多くの民間企業が宇宙産業に参入し、ビジネスチャンスが広

がつている領域であると期待されています。
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日本でもこうした流れを受け、さまざまな民間企業が宇宙産業に

参入しています。実際にスペ ースデブリを回収する株式会社アスト

ロスケ ー ルや、数十機の小型衛星を打ち上げ、高頻度で広域の地

球観測デー タを収集・解析を行う株式会社アクセルスペ ースなど

の民間企業があります。このような動きを背景に、政府も宇宙開

発にこれまでよりも力を入れています。具体的には、政府が宇宙

ビジネスを一つの柱として宇宙開発を進める方針を打ち出しまし

た。内閣府を中心に宇宙産業ビジョン2030を発表し、そこで宇宙

産業の規模を現在の約1.2兆円から2030年代には2.4兆円に

増やすと表明しました。また、宇宙産業ベンチャ一 を支援するため

に1000億円規模のリスクマネーの供給がアナウンスされました。

この「支援」というのは、」AXAや政府、金融などのさまざまな立

場を巻き込んで宇宙産業を支援してい＜ことを意味しています。こ

れまでJAXAは共同研究という形で民間企業を支援してきまし

た。しかし、これからは、もっとビジネスを具現化できる形で民間

企業と協力できないかと探っています。例えば、宇宙ビジネスのア

イデアを発掘する S-Boosterや投資家と起業家などの人材交流

を函る 宇 宙 ビ ジ ネ ス 投 資 マッ チン グ・プ ラッ トフォ ー ム

CS-Matching)といった政府の取組みがその 一 例です。これは

JAXAが政府と一体となって進めており、JAXAはそのアイデアの

技術面の具体化を支援しています。JAXAは当初、研究開発を中

心に活動してきましたが、JAXAの今年から7年間の方針を定め

た第4期中長期計画には、初めて「産業振興」という言葉が入り、

産業の支援を行うこととなりました。このように現在では、JAXA

も宇宙産業の事業創出につながるような取組みを行うことができ

るようになっています。

J-SPARCの登場

そのような流れの中で」AXAでは宇宙イノベ ー ションパ ー トナ 一

シップ(J-SPARC)を開始しました。これはJAXAと民間企業や研

究・教育機関が共同で事業を創出することを目指したプログラム

です。このプログラムの特徴は誰でも参加することができるという

ことです。その中で自分は何ができるのか、ピジネスとして成立す

るのかをJAXAと 一 緒に議論していこうと考えています。現在、

100件以上の問い合わせが来ており、お互いにどのような対応を

できるのか、どのようなコンセプトをたてるのか考えているところ

です。議論を通して深めた事業アイデアは事業協同実証という形

で具体的に事業を進めてい＜ことになります。その中には宇宙を

楽しむというテ ー マや社会課題の解決を目指したテ ー マも存在し

ています。

J-SPARCを通して社会課題解決に向けて事業化を目指す動きが

出てきています。一つの具体例として防災食の事業があげられま

す。宮城県多賀城市に位置する株式会社ワンテ ーブルという企業

では持ち運べるバッケ ージに詰められた 5年間保存できる小さな

防災食をつくっています。そこにJAXAが絡み防災食かつ宇宙食

にもなるものをつくろうというのが本企画の要旨です。今後宇宙

観光として、月や火星に行く際にそういったものを使えたら良い

のではないかというアイデアからこの企画が生まれました。これ

は宇宙と社会課題である災害という二つの観点から事業化を目

指したプロジェクトの一例です。他にも、ANAホ ー ルディングス株

式会社と共同発表されたAVATAR X P rojectがあげられます。

AVATARとは、遠隔ロボットのことで、例えば地上にいる人の動き

と、月面のロポットが同じような動きをすることができます。この

AVATARの一 番驚くべきところは感覚を読み取ることができるこ

とです。固いものを月で握ると地上側でも固い感覚が伝わります。

このように宇宙産業により多くの民間企業や研究・教育機関を巻

き込むことを目指して、さまざまな取組みが行われています。

J-SPARCを通じて生まれた事業が、多様な社会課題の解決にも

つながることが期待されています。

P33 

おわりに

現在、宇宙開発では地球から深宇宙へ進出する動きと宇宙から

地球を観測する動きの二つが注目されており、どちらも新事業創

出につながる可能性を秘めています。深宇宙へ進出する動きに関

して、 NASAは月に人を送るという計画を立てており、日本もそれ

に応じる形で月へ日本人を送ろうとしています。人がより長い時

間、宇宙に滞在することが可能になれば、これまで存在しなかっ

た新たなサ ー ピスの創出が期待できます。宇宙から地球を観測す

る動きに関しては、防災分野などさまざまな分野で人工衛星が活

用され、新たなサ ー ビスが生まれていることを紹介しました。

このような流れの中で生まれた技術をどのような形でビジネスに

利用していくのか、また、ビジネスとは別の形で利用していくの

か、さまざまな方向性が考えられます。現在は多様なプレ ー ヤ ー

が宇宙技術に関わっていることから、社会に存在する課題解決に

向けて可能性が広がつています。
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